























　平成 28 年度の全学公務員合格者数を過去 2 年間のものと比較してみると，警
察は平成 26 年度 133 名・平成 27 年度 132 名から 151 名となり約 20 名増加，消
防は平成 26 年度 67 名・平成 27 年度 85 名から 100 名に増加，自衛隊は平成 26
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年度 12 名・平成 27 年度 17 名から 25 名に増加，その他公務員は平成 26 年度 32
名・平成 27 年度 45 名から微増の 47 名，公務員全体では平成 26 年度 244 名・
平成 27 年度 279 名から平成 28 年度 323 名へと大幅に増加している。この数を他
大学と比較してみると，東洋経済オンラインの公務員就職者数ランキングによれ
ば，国士舘大学は全国の大学の中で 18 位，私立大学の中では 10 位となっている（2）。
警察官就職者数は全国 2 位，消防官就職者数は全国 1 位である（3）。
　政経学部は，平成 28 年度計 32 名の公務員試験合格者数を出しているが（4），
市役所等の一般行政職への合格者は計 1 名（政治学科では 0 名）であり，合格















政治学科 12 7 1 0 20
経済学科 4 2 5 1 12
経営学科 0 0 0 0 0
政経学部計 16 9 6 1 32
体育学部 52 84 7 22 165
理工学部 6 1 0 3 10
法学部 50 2 4 10 66
文学部 10 2 4 6 22
21 世紀アジア学部 14 2 2 3 21
経営学部　経営学科 3 0 2 2 7
合計 151 100 25 47 323
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3 年生を中心とした自主勉強会や 4 年生を対象とした直前 2 次試験対策なども
実施している。
　次項では，平成 28 年度 1 年間で相談室を利用した学生の相談内容を統計と
して数値化し，その傾向や課題等を検討分析する。
　3．平成 28 年度公務員相談室の活動報告









　昨年度 1 年間の相談室を利用した学生は政経学部 146 名，法学部 17 名，文
学部 3 名，経営学部 3 名の合計 169 名であった（表 2）。このうち 2 回，3 回と
複数回相談室を利用した者も相談件数として算入すると，年間の相談総件数は














政治行政学科 1 年 76
政治学科 2・3 年 61
経済学科 1 ～ 3 年 9
法学部 法律・現代ビジネス法学科 1 ～ 3 年 17
文学部 文・教育学科 1・3 年 3





政治行政学科 1 年 72
政治学科 2 年 32
政治学科 3 年 14
経済学科 1 年 1
経済学科 2 年 4
経済学科 3 年 1
政経学部合計 124
法学部 法律学科 3 年 1
文学部
文学科 3 年 1
教育学科 3 年 1






























政治行政学科 1 年 31
政治学科 2 年 27
政治学科 3 年 9
経済学科 1 年 1
経済学科 2 年 3
経済学科 3 年 2
政経学部合計 73
法学部
法律学科 1 年 6
法律学科 2 年 7
法律学科 3 年 2
現代ビジネス法学科 2 年 1
法学部合計 16
文学部 文学科 1 年 1
経営学部
経営学科 1 年 1
経営学科 3 年 1
秋期　合計 92





① 1 年生（春 73 名・秋 3 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 24 3 27
消防官 5 0 5
自衛官 3 0 3
市役所・町村役場（教養試験のみ） 9 0 9
市役所・町村役場（専門試験あり） 15 0 15
特別区 5 0 5
都道府県庁 3 0 3
国家公務員（一般職） 1 0 1
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 1 0 1
教職 0 0 0
未定 7 0 7
合計 73 3 76
② 2 年生・3 年生（2 年生 42 名・3 年生 19 名，春 46 名・秋 15 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 9 7 16
消防官 6 2 8
自衛官 0 1 1
市役所・町村役場（教養試験のみ） 5 3 8
市役所・町村役場（専門試験あり） 10 2 12
特別区 7 0 7
都道府県庁 2 0 2
国家公務員（一般職） 1 0 1
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 3 0 3
教職 3 0 3
合計 46 15 61




2）政経学部経済学科（1 年生～ 3 年生計 春 6 名・秋 3 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 3 1 4
消防官 1 1 2
自衛官 0 0 0
市役所・町村役場（教養試験のみ） 1 0 1
市役所・町村役場（専門試験あり） 1 1 2
特別区 0 0 0
都道府県庁 0 0 0
国家公務員（一般職） 0 0 0
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 0 0 0
教職 0 0 0
未定 0 0 0
合計 6 3 9
3）法学部（1 年生～ 3 年生計　春 1 名・秋 16 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 0 4 4
消防官 1 2 3
自衛官 0 2 2
市役所・町村役場（教養試験のみ） 0 3 3
市役所・町村役場（専門試験あり） 0 1 1
特別区 0 1 1
都道府県庁 0 0 0
国家公務員（一般職） 0 1 1
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 0 2 2
教職 0 0 0
未定 0 0 0
合計 1 16 17




4）経営学部（1 年生～ 3 年生計　春 2 名・秋 1 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 0 0 0
消防官 0 0 0
自衛官 0 0 0
市役所・町村役場（教養試験のみ） 2 0 2
市役所・町村役場（専門試験あり） 0 1 1
特別区 0 0 0
都道府県庁 0 0 0
国家公務員（一般職） 0 0 0
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 0 0 0
教職 0 0 0
未定 0 0 0
合計 2 1 3
5）文学部（1 年生～ 3 年生計　春 2 名・秋 1 名）
志望職種 春期 秋期 合計
警察官 0 0 0
消防官 0 1 1
自衛官 0 0 0
市役所・町村役場（教養試験のみ） 0 0 0
市役所・町村役場（専門試験あり） 1 0 1
特別区 0 0 0
都道府県庁 0 0 0
国家公務員（一般職） 0 0 0
その他（入国管理官・国税専門官・警察事務など） 0 0 0
教職 0 0 0
未定 1 0 1
合計 2 1 3















　政経学部政治行政学科 1 年，政治学科 2・3 年の学生（表上）についてみる
と，年間をとおして相談室利用回数 1 回が全体の 68.0％で，複数回利用（2 回
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表 6-3 には，平成 28 年度相談室利用者 2 年生全体の中で，1 年生あるいは
2 年生で公務員試験対策入門講座を受講している者の割合をあらわした。1 年
生に比べると，課外講座の受講率が高い（ただし 1 年次に受講した者が 84.6％
を占めるので，学年によって傾向が異なるともいえる）一方で，課外講座を受





①  2016 年度相談室利用者 1 年生全体に対する公務員試験対策入門講座受講者数
（全体の 35.5％）




















①  2016 年度相談室利用者 2 年生全体に対する 2015 年度もしくは 2016 年度課外
講座受講者数（全体の 61.9％）
相談室利用者 2 年生総数（名） 課外講座受講者数（名）
42 26
















































―政治行政学科 1 年生―　　　　　　　　　― 政治学科 2 年生 ―
　3．5　相談内容のカテゴリー分布
　表 8 には，公務員相談室利用者の相談内容をカテゴリーにわけて，学部学科









どのような情報が有益なのかが見えてくる。そして 2 年生，3 年生と学年が上
がるにつれて，より具体的な勉強方法や対策，小論文や面接対策に関する相談

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にどのような変化がみられるか。表 9-1，表 9-2 は，複数回相談にきた学生の
毎回の相談内容を簡潔にまとめたものである。志望職種に特定の傾向はないよ
うだが，この中で憂慮すべきは，1 回目と 2 回目の相談内容（それに対する相
談員のアドバイス内容）に変化がみられない学生や，志望職種が変化した学生
が相当数存在している点である。
　表 9-1 は，2 回以上相談に来た政治行政学科 1 年生（合計 25 名）および経
営学部 1 年生（合計 1 名）の相談内容である。政治行政学科 1 年生 76 名中 25
名が複数回相談室を利用しており，政治行政学科 1 年生相談者総数の 32.8％に
あたる。最新の相談内容にもとづいて志望職種をみると，警察官 5 名，消防官
2 名，市役所職員 7 名，特別区職員 1 名，自衛官 4 名，民間 3 名，進路未定 3
名である。1 回目の相談から 2 回目以降の相談で志望職種が変化した学生（表
中右，網掛け枠太字部分）は 7 名（28.0％），1 回目と 2 回目の相談内容に変





　表 9-2は，2 回以上相談に来た政治学科 2・3 年生（合計 19 名）および経済学
科 2 年生（合計 3 名）の相談内容である。政治学科 2 年生は 42 名中 15 名が複
数回相談室を利用しており，政治学科 2 年生相談者総数の 35.7％にあたる。政治
学科 3 年生は 19 名中 4 名であり，政治学科 3 年生相談者総数の 21.0％，経済学
科 2 年生は 3 名中 3 名（100％）であった。最新の相談内容にもとづいて志望職
種をみると，政治学科 2 年生は，警察官 4 名，消防官 2 名，市役所 6 名，都道府
県庁地方上級 2 名，民間 1 名であった。政治学科 3 年生は，警察官 2 名，市役所
3 名，経済学科 2 年生は，警察官 1 名，消防官 1 名，民間 1 名である。1 回目の
相談から 2 回目以降の相談で志望職種が変化した学生（表中右，網掛け枠太字部
分）は，政治学科 2 年生で 15 名中 4 名（26.6％），政治学科 3 年生で 4 名中 1 名
（25.0％），経済学科 2 年生で 3 名中 1 名（33.3％）である。1 回目と 2 回目の相談
内容に変化が見られない学生もしくはアドバイスをうけてもそれを実践していな
い学生（表中左，網掛け枠部分）は，政治学科 2 年生 15 名中 4 名（26.6％），政
治学科 3 年生 4 名中 1 名（25.0％），経済学科 2 年生は 0 名（0％）であった。
　複数回来室者全体としてみると，2 回以上相談に来た全学生（うち 3 回 4 名）
計 48 名中，志望職種が変化した学生割合は 13 名で 27.0％，相談内容に変化が
ないもしくはアドバイスを何ら実践していない学生割合は 14 名で 29.1％である。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の入試方法である。A 区分に「警察官志望 AO 入試」や「公務員志望 AO 入試」
という方式が存在する。これに出願する条件として，オープンキャンパスに参加
または個別にキャンパスを訪問しプレインタビューを受けていることとある（6）。ま















　これまで，平成 28 年度 1 年間の公務員相談室の活動報告に基づいて，相談
学生の傾向や対応の課題などをさまざまな視点から分析検討してきた。総じて

















































　（ 2 ）　東洋経済オンライン 2016 年 12 月 12 日（大学通信調べ）。
　（ 3 ）　『大学探しランキングブック　2017 年』（大学通信，2016 年）。
　（ 4 ）　政経学部の公務員試験合格者数は，進路決定状況によれば，平成 26 年度が 36 名，
27 年度が 44 名である。
　（ 5 ）　請求資料『近畿大学　データブック　2018』39 ～ 40 ページならびに近畿大学
キャリアセンター資格コーナー URL http://kindai-shikaku.jp/　を参照した。
　（ 6 ）　請求資料『ニチブン白書』（日本文化大学法学部，2018）37 ～ 38 ページな
らびに日本文化大学ホームページ内，就職支援プログラム URL http://www.
nihonbunka-u.ac.jp/employment/employment-support/index.html を参照した。
　（ 7 ）　請求資料『日本大学危機管理学部　平成 29 年度学部案内』および日本大学危機
管理学部 URL http://www.nihon-u.ac.jp/risk_management/admission_info/faq.html を
参照した。
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